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[bookmark: _Hlk103166844][bookmark: _Toc84334888]進路・キャリアに関する話し合い
ご両親と保護者・介護者の皆様向けの情報
多くの若者にとって、将来の進路・キャリアを選択するためには、じっくり考える時間と調査が必要となります。
若者にとって、将来の進路やキャリア選択の希望は、自身が周囲とどのように溶け込めると考えているか、また両親や保護者・介護者、教師、同級生からの期待といった要素により、形成されている場合が多いです。
若者の進路・キャリアに関する決定において大きな影響力を持つ、ご両親や保護者・介護者の皆様、そして教師は中等・高等学校在学中よりも、はるかに早い時期から進路・キャリアに関する話し合いを始める必要があります。
研究によると、6歳という小さい年齢から、進路・キャリアの可能性の選択肢に対して、性差による固定観念が存在していることが明らかになっています。そのような性差による固定観念の一例としては、女子は男子に比べて、コンピューターサイエンスや工学への興味が薄いと信じられていることが挙げられます。
多くの若者は、幅広い層の成功を収めている専門家や技術者と会う機会がなく、仕事の世界における様々なお手本となるような人物と交流する機会を必要としています。
進路・キャリアに関する話し合いの方法
ご両親の皆様は、お子さんの将来の夢・希望に対して興味を持っている態度を示すところから、進路・キャリアに関する話し合いを持つことができるでしょう。以下の事柄に考慮してください。
· お子さんと進路・キャリアに関する話し合いを持つ時間を作ること
· お子さんの強い将来の希望・夢をサポートし、「夢を打ち砕く」ことがないように注意すること
· お子さんの学んだことを、進路・キャリアに結びつけること
· 正確で最新の進路・キャリアや労働市場の情報を提供すること
· あらゆる選択肢や進路・キャリアの可能性に関する情報を提示すること。話し合いは、myfuture（マイ・フューチャー）ウェブサイトを利用して始めると良いでしょう



	以下の進路・キャリアに関する話し合いのきっかけを利用してみましょう

	あなたが今までに達成したことで、とても誇りに思っていることは何？
	今まで達成したことの中で、一番達成感を感じたことは何？
	5年後に何をしていると思う？
	今までに見た、または聞いた仕事で興味がある仕事はある？
その仕事のどんなところに興味をそそられたの？

	パートタイムの仕事からどんなスキルを得られたと思う？
	もし、理想の仕事場が家から離れていたら、どうする？
	もし、何かを学ぶ機会があるとしたら、何を学びたい？
	世界やコミュニティーのどんな問題・課題を解決したい？
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